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月 日
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富士倉庫写
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1 13 1 2
外相、佛の抗議反駁　
滇越鐡道の爆撃問題

1 23 1 8 興亞大會打合せ

1 24 1 2 東亞問題調査會例會

1 25 1 8
東亞大會の参加　比島
は未定　經費の點で危
ぶまる

マニラ發同盟

1 27 1 8
大選手團を派遣　東亞
大會に比島から

マニラ發同盟

1 31 1 8
女子競技は除く　東亞
大會の種目は十六　體
協常議員會で決る

2 9 1 8
東亞大會は六月　昨日
の準備委員會で決定

2 10 1 2
領土的野心を有せず　
經濟開發徹底に努力　
南方政策の見解闡明

2 18 0 1
移民と經濟開發　南方
進出を示唆す

3 5 1 6
布哇も参加決る　東亞
大會準備委員會

3 8 0 1
佛、盤谷丸を臨檢す　
獨向け郵便物を没収

大阪電話

3 9 0 1 盤谷丸臨檢公電到着

3 10 1 2
強引に檢閲要求　盤谷
丸船長より無電

大阪電話／盤谷丸土井
船長發台南無電

3 11 1 3
佛官邊輕視　盤谷丸事
件

パリ發同盟

3 11 1 7 盤谷丸基隆着 台北電話

3 13 1 3 盤谷丸事件交渉 パリ特電

3 14 0 3
又もや西貢丸から郵便
物を押収　重なる佛印
當局の不法

大阪電話

3 15 1 2
郵便物一部返還　盤谷
丸事件　佛國譲歩す　
西貢丸の分も一部返還

大阪電話

3 20 1 3 佛印、避難民制限 香港特電

3 20 1 3 タイ國又華僑逮捕 香港發同盟

3 20 1 6 東亞大會準備開始

4 10 1 6 東亞大會候補選手追加

4 11 1 6
東亞大會の大綱成る　
事務局總長・部長の陣
容決定

4 13 1 6
盛観の東亞大會　参加
者七百五十名

4 17 1 3 陸鷲佛印國境爆撃
○○基地にて木原特派
員

4 17 1 6
東亞大會各國選手到着
期日

4 18 1 3
佛印國境、靖西を猛爆　
我陸の荒鷲に同乗記

○○基地にて友松特派
員

中國‐佛印國境地図

4 20 1 6
馬術は中止　東亞競技
大會
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4 23 1 6

絢爛の東亞大會　参加
國、競技種目、得點方
法決る　きのふ體協で
發表

4 25 1 6
榮えある東亞大會　準
備着々進む　資金調達
見透しつく

4 26 1 6
東亞大會中華蹴球／東
亞大會中華陸上

南京發同盟／南京發同
盟

4 27 1 6
靑葉の六月五日　晴れ
の開會式　東亞大會日
程決る

4 30 1 3 印度佛印間軍需協定
シムラ（北部印度）發同
盟

5 4 1 6
東亞大會便り　蹴・排球
の参加要請　中國に對
して打電

5 5 1 6
比島参加望み薄　東亞
大會三等乗船拒否

5 7 1 2 東亞問題調査會列會

5 7 1 6 東亞大會たより

5 9 1 6 東亞大會便り

5 10 1 6
東亞大會便り　比島代
表決る　陸上と籠球

マニラ發同盟

5 11 1 6

東亞大會便り　ホッケー
選抜試合　代表銓衝方
針に新味／拳闘代表も
決定／中華豫選決勝日
割／東洋大會開催に比
島側は尚早説／試合日
割決る　日満交驩武道

／マニラ發同盟／南京
發同盟／　／

5 15 1 6

東亞大會たより　各國
代表到着日程／支那籠
球代表決る／比島レス
リングの代表

／南京特電／マニラ發
同盟

5 16 1 3 英佛植民地提携緊密化 上海發同盟

5 19 1 6

東亞大會たより　打撃
のチーム　ハワイ野球
團　比ヨツト代表参加　
我が排球對策成る

マニラ發同盟

5 20 1 6
東亞大會たより　宮城
圓盤に日本新記録／比
島、蹴球代表決定

大連特電發／マニラ發
同盟

5 21 1 6
東亞大會たより　役員
正式に決定

東亞競技大會参加章＝
齋藤繁巌氏作

5 22 1 6

東亞大會たより　卓球
代表合宿／比島の圓長
イラナン氏　比島蹴球補
缼／関西大會へはス
ポーツ列車　學生選手
の出場許可願

／マニラ發同盟／

5 26 1 6

東亞大會たより　諸民
誼氏副會長として参列　
関東州代表出發／比島
レス代表一部變更

大連發同盟／マニラ發
同盟
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6 4 1 6

我に挑む好敵手　あす
開幕の東亞大會　手剛
い比軍　強敵はアンポ
ン　比島から第二陣　濠
州の卓球選手も來朝　
日比接戰必定

神戸電話

6 5 1 4
ビルマ輸入制限　五十
七品目につき九日より

ラングーン發同盟

6 5 1 6

東亞競技大會けふ開幕　
絶對優勢は四種目　侮
れぬ比、滿の實力　問
題は比島　我3B制の成
果如何　比の地域防禦　
日本・突破し得るか　比
島野球チーム初練習

日本軍＝原田、村社、
金、村上　滿州軍＝岡
本　比島軍＝クズマン、
ラヴエロ、マンダバツト
の各選手

6 6 1 6

東亞競技東京大會第一
日　日比に初の勝鬨揚
る　まづ籠球に滿華と熱
戰　比島レスリング代表
初練習

東亞大會日滿籠球戰　
前半十九分日本ゴール
下の接戰・シユートする
は金程君

6 7 1 6

東亞競技大會第二日　
滿州、比島を降す　日
本、比島に敗る　庭球　
アンポン選手の殊勳　
籠球　比島、日本勝つ　
滿、華敗る

日本對滿州排球戰　砲
丸投一等の滿州トルピ
ン君　殊勳の比島アン
ポン選手

6 8 0 2
泰へ定期一番機　『松
風』號十日に出發

飛行機の写真

6 8 1 6

東亞競技大會第三日　
大會初の覇權は比島
（庭球）　けふの華・日
比の野球と籠球　比島、
滿種を一蹴す　レス　日
本全勝　對比島戰　比
の守備立直る　先づ比
島に凱歌

日比レスリング＝ライト
級郭對ベルナベの熱戰

6 9 1 6

東亞競技大會東京大會
第四日　拳闘　日本軍
が快勝す　對比島戰　
日本軍打力の勝利　日
比野球　蹴球　比・華の
單調な長蹴戰

日比拳闘＝文春成對ゼ
フリース・ウエアーの熱
戰

6 10 1 6
東亞競技　東京大會熱
戰の跡　一頭地拔く日
本　打撃に缺陷の比島

6 10 1 7
松風號けふ壮途へ　輝
く日泰定期一番機

石尾市太郎記者

6 11 0 2
夏空高く”松風”飛立つ　
けさ日泰定期一番機

福岡電話　「松風」號上
にて石尾特派員

飛行機が飛び立つ写真

6 11 1 6
來年の東亞大會　比島
で開催　イラナン團長が
申出

6 11 1 7
雨中、海を這う　松風號
台彎難航の記

日泰定期航空便、松風
號上にて石尾特派員

6 12 0 2 松風號廣東へ 台北電話

6 12 1 7 松風機廣東着 廣東特電
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6 13 0 1

日泰和親友好條約けふ
調印　”戰爭の場合・敵
國不援助”／英佛も”不
可侵”交渉　帝國は独
自の立場／外相泰首相
に祝電／東洋獨特の條
約　日・タイ條約締結ま
で

外務省發表／情報部長
談／　／

日泰條約正式調印＝外
相官邸

6 13 0 2 松風號盤谷へ 廣東特電

6 13 0 2
”水”の話も出た程の長
閑かな調印式　日泰兩
國・盟邦の契り

有田外相、セナ泰國行
使

6 13 0 2
「云ひ得ない味」”よくや
つて下さつた日本”　歓
びを語る泰國行使

6 13 1 2
不侵略條約調印　タイ
國・英佛間に成立

ロンドン特電

6 13 1 3 日泰友好條約調印さる

6 13 1 3
佛印の援蔣行爲は斷じ
て看過し得ず　南支軍
發表

廣東特電

6 13 1 4
日泰經濟關係愈緊密化
す　和親友好條約締結
を機會に

6 13 1 7
松風號盤谷に安着　宛
ら親善使節　タイ米の穂
波に空から御禮

本社ー盤谷國際電話
「松風」號と圓内石尾特
派員

6 14 1 2
英佛、泰國に強要　不
可侵條約の經緯

6 16 0 2 松風號台北に歸る 廣東特電發　台北電話

6 16 1 7 該当記事ナシ
盤谷へ空の旅一番乗り　
松風號ドンムアン飛行
場に安着＝台北電送＝

6 17 1 7
松風號使命果す　きの
ふ羽田着

6 17 1 7

象の國から”鷄の國”へ　
總理も三百羽飼つて民
に垂範　タイ國の息吹き
逞し

バンコツクにて石尾特
派員

ピブン總理

6 18 1 3 佛印の問題

6 18 1 3
佛單獨降伏の意義　我
南方策に影響　佛植民
地へ　獨の發言權增大

6 19 0 1
佛印に帝國重大關心　
情勢次第で見解宣明

6 19 0 2 ”日泰定期”第二便

6 19 1 3

佛印、重慶に武器輸送　
援蔣態度露骨を加ふ　
南支軍當局重ねて發表　
抗日作戰の基礎　看過
し難き敵性發揮

廣東特電 東南アジア中心の地図

6 19 1 3

佛印の獨立促進　印度
獨立聯盟が決議　民政
當幹部會佛印問題協議　
明倫會佛印占領を進言
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6 19 1 7
”南進”の先驅者　＝山
田長政の靈前に額づく
＝　切なる拓相の懇望

バンコツクにて石尾特
派員

6 20 0 1

佛印への重大關心　帝
國、獨伊に正式申入　
天羽來栖兩大使に訓電
飛ぶ／佛大使に厳重警
告　佛印の援蒋除去を
要求

［寫眞は（上）天羽（下）
來栖兩大使］

6 20 0 1
我聲明を反駁　香港佛
總領事説

香港發同盟

6 20 0 2
全輸血路の七割　援蔣
ルート佛印を語る

語る小柴少佐

6 20 1 2
佛印援蔣行爲除去に我
が官憲の監視要求　帝
國の對佛強硬意向

東南アジア大陸部を中
心とした地図

6 20 1 2
英國にも嚴重警告　雲
南・ビルマ線の援蔣

6 20 1 2 佛領印度の現狀

6 20 1 3 佛印問題の申入れ

6 20 1 7

早まつた對英佛條約　
―と口惜しがるタイ國の
人々　佛印めぐるデマ
頻り

早まつた對英佛條約　
―と口惜しがるタイ國の
人々　佛印めぐるデマ
頻り

バンコック⇄本社國際電
話

6 21 1 2

援蔣物資輸送を禁絶　
我が檢査員派遣承認　
佛印問題交渉一段落　
佛國政府正式回答　佛
國の回答要旨／佛印、
輸送停止令發す／援蔣
は歴然　南支軍、佛領
事談反駁／援蔣を持續
せば默認し得ず　東上
の佐藤大佐語る／日佛
交渉經過　近く閣議報
告／天羽大使訓令入手

／香港特電／廣東特電
／福岡電話／　／ロー
マ特電

（上）谷次官（下）アン
リー佛大使

6 22 0 1
佛印蘭印問題　閣議意
見交換　四相會議で情
報を交換

6 22 1 2

佛印に誠意なき場合　
帝國、強硬對策も考慮　
一兩日中檢査員構成を
決定

6 22 1 2
ビルマの援蔣路斷絶　
近く英に正式回答要求

6 22 1 3 佛印の問題とビルマ 佛印の問題とビルマ

6 22 1 7

陸と話せぬ”海防”埠頭　
佛印をお隣りの”泰”か
ら打診　町に支那要人
の車、車

陸と話せぬ”海防”埠頭　
佛印をお隣りの”泰”か
ら打診　町に支那要人
の車、車

盤谷本社國際電話

（上）は佛領印度支那に
おける援蔣ルートの入
口海防の埠頭、（下）は
滇越鐡道の一部、寫眞
は石尾特派員

6 23 0 1
重慶沈默　佛印交通停
止

ニユーヨーク特電
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6 23 1 2

佛印派遣の檢査員　顔
觸と（派遣）時期・あす
發表／重慶、佛に抗議
か　十七日から輸送停
止

／香港特電

6 23 1 2

對獨伊關係緊密強化　
帝國外交・一大轉換へ　
英佛米には一段と攻勢　
帝國政府の對處策　佛
印の歸屬問題を　世界
新秩序の再建

［寫眞（上）米内首相
（下）有田外相］

6 24 1 2
佛領各地｛佛印含む｝抗
戰言明　英政府、援助
を約す

ロンドン特電　ロンドン
發同盟

6 24 1 2 佛政府に抗議 香港特電

6 24 1 7
河内經由航路實現か　
日泰定期　三時間を短
縮

6 24 1 7
日の丸一段の輝き　タイ
國革命記念祭の賑ひ

バンコツクにて石尾特
派員

6 25 0 1
英の援蔣路に警告　帝
國、正式回答を要求

6 25 1 2

佛印に派遣の檢査員け
ふ構成權限等發表／重
慶と佛國間の祕密協定
暴露　王寵惠語るに落
つ／ 廣東灣當局狼狽

／香港特電／廣東發同
盟

6 25 1 2
戰況も語れぬ佛印　人
心動搖・避難者續出

香港特電

6 25 1 7
”目がまはる”催し物　
果物に明けた泰國の祭
典

本社盤谷國際電話

6 26 0 1
我艦艇も派遣　援蔣基
地海防

大本營海軍報道部公表 寫眞は海防埠頭

6 26 0 1

佛印の援蔣禁絶監視　
大本營、派遣團を發表　
陸・海・外務より四十名
／陸軍西原少將以下／
海軍柳澤大佐ら七名／
外務柳澤書記官以下　
派遣員の性格　西原少
將略歴

大本營陸海軍部發表／
大本營陸軍部發表／大
本營海軍報道部公表／
外務省情報部長談

（寫眞は上から）西原陸
軍少將・柳澤海軍大佐・
柳澤公使館一等書記官
宗村元河内總領事

南シナ海沿岸（ベトナ
ム・中國）の地図

6 26 0 1
南方對策檢討　四相會
議

6 26 1 2
東亞自主宣言發せん　
帝國、大戰波及を阻止

6 26 1 2

佛印國境に新作戰　先
鋒龍州に殺到　敵軍需
品の輸送遮斷／現地軍
當局發表／實力監視態
勢　斷乎たる決意で行
動

廣東特電／南寧特電／
廣東特電

中國ー佛印國境沿岸部
の地図

6 26 1 2
南洋局開設遲る　外務
當局、促進に努力

6 27 0 2
惡天候のため明野に不
時着

福岡電話
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富士倉庫写
真番号

6 27 0 2
決意を抱いて　援蔣
ルートの我が佛印監視
隊　けさハノイへ出發

佛印監視隊出發＝羽田
にて左端は西原少將

6 27 1 2
東亞自主確立の宣言　
二十八・九日頃發せん　
帝國外交の基本闡明

6 27 1 2
對英要求の貫徹へ　對
佛印と略同一内容

6 27 1 2

早くも明江縣城占領　佛
印國境十里に肉薄／惡
天候冒して猛進／佛
印、援蔣を繼續

佛印國境戰線にて木原
特派員／南支にて木原
特派員／南支にて木原
特派員

中國ー佛印國境沿岸部
の地図

6 28 0 1

東亞自主の重大宣言　
廿九日外相談で發表　”
東亞の運命は日本の運
命”

6 28 0 1
米國、對日警戒　佛印
方面の形勢重視

ニューヨーク特電

6 28 0 1
ドクー提督を佛印總督
へ　佛ボルドー政府任
命

ドクー提督

6 28 0 1
英國側承認せん　ビル
マ檢査員派遣要求

廣東特電

6 28 0 4
佛印向貿易決濟　滞荷
綿布の一部を充當

6 28 1 2
要衝寧明縣城を占領　
佛印國境憑祥へ進撃　
退路遮斷に敗敵混亂

○○にて高宮、木原兩
特派員　南寧發同盟

中國ー佛印國境沿岸部
の地図

6 28 1 2
ビルマの援蔣停止　英
近く訓令せん　重光大
使英時間會見

ロンドン發同盟

6 28 1 2
佛印總督の更迭　政治
的意味なし　佛大使谷
次官に言明

6 28 1 2
佛印軍艦派遣　獨言及
を避く

ベルリン發同盟

6 28 1 2 泰國國境警備強化 バンコツク特電

6 28 1 7
氣も狂ふ大雷雨　夜・百
度の酷熱　新作戰地　
魔の佛印國境

龍州市街と左江＝中央
を貫く白線は邸岑行自
動車道路＝圓内は語る
吉野大臣

6 29 0 1 佛印に本社特派員派遣
東朝社會部員中野五郎
氏

6 29 0 1
ビルマの援蔣禁絶　英、
結局承認せん　對米關
係を最も苦慮

ロンドン特電

6 29 1 2
東亞自主確立宣言　聲
明の形式に異論　けふ
外相ラヂオ放送

6 29 1 2
英、愼重考慮回答せん　
援蔣物資禁絶問題　駐
日英大使より通告

6 30 0 1
東亞の新秩序圏確立　
我外交方針説明　有田
外相けふ放送

有田外相

11



菊池陽子・白石昌也編　『アジア太平洋戦争期の大陸部東南アジアに関する
“朝日新聞”（東京本社）記事リスト一覧』（早稲田大学中央図書館リポジトリ、2018年12月）　1940年分

月 日
0=夕刊 
1=朝刊

面 大東亜 南方 佛印 タイ佛印國境紛争 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類
富士倉庫写
真番号

6 30 0 1
佛印輸送停止　佛、重
慶に回答

香港發同盟

6 30 1 2
佛印國境線に到達！　
皇軍、鎭南關を占領す　
龍州陥落も時間の問題

廣東特電　南支前線に
て高宮、木原兩特派員　
南寧特電

中國ー佛印國境沿岸部
の地図

6 30 1 2
西原少將一行河内省　
わが監視團に佛友好的

ハノイ特電

7 1 1 2

龍州三里に肉薄　敵大
軍南下・死守の態勢／
援蔣輸送の跡　鎭南關
を見る

本社前線本部特電、南
寧發同盟／南支○○前
線發同盟

雲南と佛領印度支那の
國境の地図

7 1 1 7

その後の佛印は？　邦
人最近の踏査談　海防
埠頭も閑散　邦人には
手の裏返す物柔かさ　
だが跡絶えぬ尾行

バンコツクにて石尾特
派員

寫眞は海防埠頭

7 2 0 1
要衝龍州を猛攻／浙東
地區六月戰果／滇緬公
路確保　蔣政権狂奔

南寧發同盟／杭州發同
盟／ニユーヨーク特電

7 2 1 2

龍州を完全占領　佛印
の援蔣路を完封／殘る
二ルート　滇緬公路とソ
聯邊疆／龍州占領の意
義重大

南支前線にて高宮、木
原兩特派員、○○前線
發同盟／廣東特電／南
寧發同盟

中國廣西省・廣東省と
佛領印度支那の國境の
地図

7 2 1 2 該当記事ナシ
佛印國境岩山地帯を往
く高橋部隊勇士＝木原
特派員撮影

7 2 1 7
泰國から初の訪日機　
航空局大久保國際課長
の話

バンコツクにて石尾特
派員

7 2 1 7
泰と佛印”國境の河”に
紛爭　ピブン總理と一問
一答

本社盤谷國際電話
六月廿四日の記念日に
観兵式を統監のピブン
總理

7 3 0 1 龍州へ續々入城 南寧發同盟

7 3 0 2
龍州を見る　あゝ佛國旗
の僞装

南支前線にて高宮、木
原、乃村三特派員

7 3 1 2
佛領印度支那の展望　
鎖國に眠る資源莫大　
安南人の恨みは深し

元ハノイ總領事　永田
安吉

永田安吉氏

7 3 1 7

最近のビルマ雲南ルー
ト　喘ぐ”援蔣”トラツク　
一日に五、六十台　死
物狂ひで領民徴發

バンコツクにて石尾特
派員

寫眞と地圖　右はビル
マ雲南ルートを行く隊商
木陰にひと休み・彼等
の行程は一日十哩から
二十哩・中央は同ルー
ト最高點に近い附近・海
抜八千二百蚇・まばら
な木と雑草が見られる
ばかり・圖はビルマ雲南
ルート

7 4 0 1
援蔣ルート禁絶要求　
英政府、拒絶を回答せ
ん

ニユーヨーク特電

7 4 0 1
ビルマに自治領約束　
英、対戰中の協力要求

ロンドン特電

7 4 1 2
平穏なハノイ市　監視員
老開・諒山へ

ハノイにて中野特派員
發第一報

炎天下架橋作業の田村
部隊勇士（籠州作戰）
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富士倉庫写
真番号

7 4 1 2
監視員事務所　我方海
防に設置

海防發同盟

7 4 1 2
泰、抗日華僑檢擧　事
變記念日の策動阻止

バンコツクにて石尾特
派員

7 4 1 2
東亞新秩序の癌　英、
武装強化に汲々

7 4 1 2

龍州一帯を確保　蝟集
の敵反撃を潰滅／水口
關に猛進　佛印國境要
衝

南寧特電發／龍州發同
盟

7 4 1 2 援蔣路香港の性格 援蔣路香港の性格

7 4 1 2
海防の施療薬品　我
方、特に輸送を許可

香港發特電

7 5 0 1

今週中には回答せん　
ク大使、遲延を釋明す　
香港、ビルマ援蔣禁絶　
けふ谷次官と會談／”
上海租界”譲歩説　英、
援蔣禁絶不承認の代償
に／英議會援蔣問題討
議／ビルマ國防相辞任

／ニユーヨーク特電／
ロンドン特電／

［寫眞（上）谷次官（下）
クレーギー英大佐］

7 5 0 1

佛印我主張に聽從　監
視員各地に出動／我要
求に忠實　經濟交渉開
始も可能性

ハノイ特電／ハノイにて
中野特派員

（上）西原陸軍委員長
（下）カトルー佛印總督

7 5 1 3
我が軍事、經濟提案　
佛印、容易に受諾せん

ハノイにて中野特派員
宜昌對岸に敵前上陸　
霜野特派員撮影＝福岡
支局電送

7 5 1 3
航空路問題交渉　西原
少將、總督と懇談

ハノイ發同盟

7 5 1 3
ビルマの援蔣禁絶要求　
全幅的に副ひ得ず　英
次官諒解を求む

ロンドン發同盟

7 5 1 3

佛印國境で殲滅戰　
蔣、大軍を續々集中　
援蔣物資鹵護　海防製
の洋灰樽

南支前線○○にて高
宮、木原兩特派員

7 5 1 3
英唯一の援蔣路　ビル
マ線の敵性增強

ビルマー中國國境を中
心とした地図

7 6 0 1
英、訓令發送　援蔣禁
絶の對日回答

ロンドン發同盟

7 6 1 3
英支國境の完封と佛印
援蔣路の遮斷　週間戰
況　支那派遣軍發表

南京特電

7 6 1 3 該当記事ナシ

佛印總督カトルー陸軍
中將と握手する我が監
視團長西原少將　四日
ハノイにて中野特派員
撮影＝台北電送

7 6 1 3
佛人貿易商に退去命令　
タイ國の英斷

バンコツクにて石尾特
派員

7 6 1 7
佛印に『東亞の黎明』　
今ぞ出でん”鎖國の殻”

佛印河内にて中野特派
員
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富士倉庫写
真番号

7 7 0 2

日泰航空にも吉報　ハ
ノイ着陸承認　一般旅
客輸送を開始　酸素吸
入で安南山越え

日泰航空にも吉報　ハ
ノイ着陸承認　一般旅
客輸送を開始　酸素吸
入で安南山越え

7 7 0 2
海防に悶絶の”援蔣品”　
我監視下、晝寐するトラ
ツク

ハノイにて中野特派員 根木純一中佐

7 7 1 2
重慶の物資輸入　佛
印、一ヶ月禁止　我が
監視團と協議結果

ハノイにて中野特派員、
ハノイ發同盟

7 7 1 2
佛印は英に味方　カト
ルー總督聲明す

香港特電

7 7 1 2

英の回答また遅延　援
蒋禁絶要求　ク大使より
通告／英、援蒋継続に
米と諒解か　對日回答
遅延の裏面

／香港特電

7 7 1 2 該当記事ナシ

ハノイに於ける西原少
將　我が佛印監視團陸
軍側委員長西原一策少
將、ハノイ最大のルネ
サンス病院を見舞ふ
（中央）向つて右端は同
病院長マタン大佐、同
左端は佛印全土の病院
を統轄するミロー將軍
【中野特派員撮影＝ハ
ノイより飛行便】

7 7 1 5
佛印とビルマ　蔣介石を
踊らす二つの輸血路　”
敵性”の實情を探る

（上）ビルマ輸血路（下）
佛印南支の接觸點バン
チオツク

牛の群れに「こども」と
書かれた写真

7 8 1 2
東亞安定確保に全力　
賴むべきは自力のみ　
外相演説

有田外相

7 8 1 2
禁絶のハノイ昆明空路
を怪支那人團が利用　
我監視員宿舎に投宿

佛印河内にて中野特派
員

7 8 1 2
佛印國境を爆撃 軍需
品炎上

南支○○基地にて高
宮、木原特派員

7 8 1 2 佛印、英船を抑留 佛印河内發同盟

7 8 1 2
廣州灣にも監視員　佛
印、我要求を容る

佛印河内にて中野特派
員

7 8 1 2

佛印には干渉せず　對
蘭印發言權は要求　モ
ンロー主義説明　米大
統領奇怪な言

ニユーヨーク特電 ルーズヴエルト大統領

7 9 0 1
佛印・蘭印の特權　獨
伊會談　日本に賦與案
討議説

ニユーヨーク特電

7 9 1 2

ビルマ援蔣路の禁絶　
英、帝國の要求を拒否　
有田外相　再考促し強
硬策考慮　“回答頗る不
滿足”　情報部長檀

寫眞（右）有田外相（左）
クレーギー英大佐

7 9 1 2
未開發の國ビルマとは　
英人總督に絶對權力　
援蔣港ラングーン

福島弘
ラングーン港の援蔣物
資積降し

筆者福島弘氏の写真、
ビルマの地図
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7 9 1 2 陸鷲・佛印國境爆撃
南支○○基地にて高
宮、木原兩特派員

7 9 1 2 監視事務進捗 佛印河内特電發

7 9 1 3
佛印はアジアの手で　
米大陸は米洲諸國で　
ル大統領前言を補足

ニユーヨーク特電發

7 10 0 1

對英第二段の方策　外
相、閣議に報告協議　
四相會議開く　英、米に
事前諒解　援蔣禁絶要
求の拒否

ロンドン特電發

7 10 1 2
貴陽、南丹も奇襲　佛
印援蔣路の據點

南支○○基地にて木原
特派員

中國内陸部の地図

7 10 1 2 重慶一喜一憂 香港特電

7 10 1 4
對日提携は有望　佛印
の物資生産狀況

佛印河内にて中野特派
員

7 11 0 1 今夕谷・クレーギー會談

7 11 0 2
ビルマと米支空の連絡　
援蔣ルートの苦肉の策

7 11 1 2
佛印の反英深刻化　對
日好感と反比例す

佛印河内にて中野特派
員

7 11 1 2

我が強硬態度に苦慮　
英、補足的説明を求む　
援蒋禁絶問題　谷・ク
レーギー會談

7 12 0 1
實際的解決に努力　援
蔣禁絶　英外務次官述
ぶ

ロンドン發同盟

7 12 1 2

英依然面子に拘泥　援
蔣禁絶要求に苦慮／英
の對日回答拒絶が當然　
大公報論調

ロンドン特電／香港特
電

7 12 1 3
嚴重監視の要あり　輸
血路・寧波を衝く

上海にて三宅特派員 中國浙江省の地図

7 13 0 1
英大使今夕回答　雲南
ビルマ援蔣路問題　有
田外相と會見

7 13 1 2
日本佛印間の航空郵便　
十五日第一便

河内發同盟

7 13 1 2

日英”原則諒解”に達す　
帝國蘭貢領事館が監視
措置　英、援蔣（雲南ビ
ルマルート）禁絶を承認　
有田・クレーギー會談

クレーギー大使上半身
写真

7 14 0 1
佛印援蔣行為を一擲　
軍事行動に協力せん　
佐藤大佐總督と會見

佛印河内にて中野特派
員

寫眞はカトルー總督と
會見の佐藤大佐＝中野
特派員撮影本社台北電
送

7 14 0 1 西原少將老開へ 佛印河内發同盟

7 14 0 1
交渉繼續中は禁絶　援
蔣ルート、英の態度

ロンドン特電

7 14 0 1 該当記事ナシ
ビルマ國境で通行人を
取調べ
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真番号

7 14 1 2
平而關を占領　佛印國
境　援蔣ルート完封

憑祥にて乃村、福井兩
特派員

中國と佛領印度支那の
國境の地図

7 14 1 2

米國の觀測　英の援蔣
禁絶承認　眞意は解決
延引策　米の極東策強
化期待

ニユーヨーク特電

7 14 1 2
河内・鎭南關を連絡　我
監視員・酷熱下に活躍

佛印國境鎭南關にて福
井、乃村兩特派員

鐵路に沿うて佛印國境
へ進撃　厦石郷附近に
て乃村特派員撮影

7 15 1 2
帝國との經濟提携　佛
印總督、緊密化強調

河内發同盟

7 15 1 2
援蒋政策の一角崩る　
英強硬派も遂に自認

ロンドン特電

7 16 0 2
日泰定期航空　ダイヤ
變更

日泰定期航空　ダイヤ
變更

7 16 1 2
雲南ビルマ援蔣路禁絶
方法　兩三日中に發表　
英大使、外相と懇談

敵を監視遡行する我が
陸戰隊　漢口上流八十
哩にて　澤山特派員撮
影【福岡支局電送】

7 16 1 2

東亞の安定勢力　英の
興論　漸く帝國を認識／
物資杜絶す　ソ聯の供
給も激減

東亞の安定勢力　英の
興論　漸く帝國を認識／
物資杜絶す　ソ聯の供
給も激減

ロンドン發同盟／香港
特電

7 16 1 2
援蔣の鐵道取外し　暑
熱の盆地　佛印老開に
一番乘

佛印老開にて中野特派
員

雲南と佛領印度支那の
國境の地図

7 17 0 1

援蔣禁絶期間内に事變
の終局招來期待　英の
極東政策轉換　米國に
も通告濟み／日英交渉
の眞相　英首相けふ説
明せん／米は法理論固
執／郭大使、英に強硬
抗議

ロンドン特電／ロンドン
發同盟／ワシントン特
電／ロンドン發同盟

7 17 1 2
蔣説得に努めん　英極
東策今後の動向

ロンドン特電

7 18 0 1

英佛の援蔣路禁絶　米
國、反對を聲明　ハル
長官　通商妨害を理由
とす／”英米一體”に罅　
英の對日屈服を牽制　
聲明の意義／的外れも
甚し　一般的通商原則
と關係なし　須磨情報部
長駁論

英佛の援蔣路禁絶　米
國、反對を聲明　ハル
長官　通商妨害を理由
とす／”英米一體”に罅　
英の對日屈服を牽制　
聲明の意義／的外れも
甚し　一般的通商原則
と關係なし　須磨情報部
長駁論

ワシントン特電／ニユー
ヨーク特電／

寫眞はハル長官　須磨
情報部長

7 18 0 2
夜も蒸し風呂の熱氣が　
邦人に凌げる河内

佛印ハノイにて中野特
派員

寫眞はハノイの繁華街
F080(48)21
71とほぼ同
じ構図

7 18 1 2

英領經由の援蒋禁絶　
日英間交渉成る　ビル
マルート禁絶期限は三
ケ月

7 19 0 3

これ以上拘泥せず　對
日經濟壓迫強化論も立
消か　米の援蔣禁絶反
對／身勝手な聲明　獨
當局非難

ワシントン特電／ベルリ
ン特電發
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富士倉庫写
真番号

7 19 1 2
佛印の對日協力　カト
ルー總督の態度注目

佛印河内發同盟

7 19 1 2
東亞安定圏確立と日獨
伊關係の再検討　四首
脳會議の重要議題

7 19 1 7 該当記事ナシ

ハノイに颯爽！松風號　
去る六日午後ハノイ繼
由日泰定期航空一番乗
としてハノイ郊外ヂアラ
ム飛行場に着陸した松
風號＝中野特派員撮影
＝台北電送

7 20 0 1
圓山大佐等佛印總督と
會見

佛印河内にて中野特派
員

7 20 1 7
佛印”余白の新聞”　反
日記事一切嚴禁のこと

佛印河内にて中野特派
員

7 21 1 5
舟で小學校へ　タイ國
のお話　さかんな日本
語熱

寫眞と凸版は女學生の
分列式と地圖

7 21 1 7
”援蔣”の跡いま儚し　
嚴然飜る日の丸　監視
團に随行、國境へ

佛印國境ドングダンにて
中野特派員

滇越鐡道切斷地點を視
察する西原少將の一行
＝老開にて中野特派員
撮影

7 22 1 2
佛印總督交代　昨日事
務引繼

香港特電

7 24 0 1
佛印新總督と西原少將
會見　二十四日に

佛印ハノイにて中野特
派員

7 25 1 2
援蔣ルート六百キロ　本
社記者　佛印國境踏破
記

佛印國境高平にて中野
特派員

中國広西省と佛領印度
支那の國境の地図

7 26 0 1
新秩序建設に努力　ド
クー佛印總督表明　全
總督訪日か

佛印河内にて中野特派
員

写真はドクー佛印總督

7 26 1 2 佛印國境の殘敵掃蕩へ 憑祥にて乃村特派員

7 27 0 1
佛印國境全く遮斷　水
口關・水口郷を占領

憑祥にて乃村、金井兩
特派員

7 27 1 2
佛印の資源開發に日佛
合弁會社設立　經濟協
力の成果矚目

佛印河内にて中野特派
員

7 28 1 3 該当記事ナシ

佛印援蔣物資監視委員
長西原少將（○印）岡本
部隊長（×印）諒山警備
隊司令官メラン將軍（△
印）七月二十日鎭南關
にて橋本特派員撮影

7 29 1 2
西原少將歸國　廣東に
到着

佛印河内發同盟

7 30 0 1
交渉漸次複雑化　西原
少將台北で語る

台北電話

7 30 0 2

一歩外は猛獣の棲家　
虎の皮だらけの知事官
邸　佛印國境の魔境を
探ぐる／自爆海軍機に
血涙　佛印國境で二機
發見

佛印國境にて中野特派
員／佛印國境水口關に
て乃村特派員

［上］佛印國境山奥の
トー族およびミャウ族の
市場［下］カオバン知事
兼司令官々邸・左から
知事・西原少將＝中野
特派員撮影

中國広西省と佛領印度
支那の國境の地図

上：
F080(36)19
20
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富士倉庫写
真番号

7 30 1 2
西原少將の歸任　佛印
側で期待す　日本の強
力支援希望

佛印河内中野特派員

7 31 0 1
”佛印の態度友好　援
蔣輸送は完封”　西原
少將けふ東上

福岡電話
福岡飛行場に着いた西
原少將【福岡支局電送】

7 31 0 1 該当記事ナシ

佛印國境線確認の交渉
をする宮本部隊と安南
兵　二十二日鎮南關北
方□占領地英標村附近
で＝橋本特派員撮影＝
台北電送

7 31 1 2
佛印國境を防備　蔣
軍、疑心暗鬼の狼狽

上海特電

7 31 1 2
佛印國境を防備　蒋
軍、疑心暗鬼の狼狽

上海特電

7 31 1 2 該当記事ナシ
灼熱の佛印國境を進撃
する宮下部隊　橋本特
派員撮影

7 31 1 3
禁輸取締り徹底　歸京
の西原少將語る

きのふ佛印から歸つた
西原少將（左）と與謝野
書記官（羽田飛行場に
て）

8 1 1 2 佛印對米クレヂット交渉 佛印河内發同盟

8 1 1 2
援蔣國家は斷乎排撃　
東亞新秩序圈を確立　
外相、外交の大網闡明

8 2 0 1
大東亞共榮圈確立　同
調友邦と提携　松岡外
相　外交方針表明

寫眞松岡外相

8 2 1 7
佛印で不時着　松風號
歸還　當分不可能

佛印で不時着　松風號
歸還　當分不可能

佛印河内にて中野特派
員

8 3 0 1
滿支、南洋を包む　新
秩序建設へ　基本國策
と米の觀測

8 3 0 1 該当記事ナシ
佛印國境線に沿い進軍
する宮本部隊　鎮南關
にて橋本特派員撮影

8 3 0 2
惡空氣張る廣州灣　支
那の勢力フランスより強
力　監視團が現地報告

佛印ハノイにて中野特
派員

8 3 1 2
南方政策を𨗉行　大東
亞共榮圏確立へ

8 4 0 1
佛印への重大注意喚起　
　通信・航空・援蔣滯貸
處理停頓

佛印河内特電

8 5 1 2 共榮のための南進 きのふ歸京の小磯氏

8 6 1 2
佛印の自由許さず　獨、
帝國の地位は確認

8 6 1 3 共榮圈の確立

8 7 0 1
雲南ビルマ公路の現狀　
重慶で発表

上海發同盟
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富士倉庫写
真番号

8 7 0 1 該当記事ナシ

橋梁を落とされ濁水と
戰ふ坂田部隊　佛印國
境水口關附近にて［金
井特派員撮影］

8 7 1 3
英官憲ビルマ前首相を
補縛　バア・モウ博士

ロンドン特電 寫眞はバア・モウ博士

8 7 1 3
表面は對日友好偽装　
佛印の援蔣歷然　南支
軍幕僚の視察談

廣東特電

8 8 1 7 該当記事ナシ
炎熱下の佛印國境附近
で小休止するわが勇士　
今井特派員撮影

8 8 1 7
土民の敵性行為か　
「松風號」の不時着原因　
台北着の長尾機長語る

土民の敵性行為か　
「松風號」の不時着原因　
台北着の長尾機長語る

台北電話

8 9 0 1
佛印結局承諾せん　帝
國の禁絶正式要求

佛印河内にて中野特派
員

8 9 0 1 西原少将河内へ
寫眞は羽田出発の西原
少将

8 9 1 2
佛印との交渉　速やか
に再開　基本は東京で
折衝

佛印河内にて中野特派
員

8 9 1 7
つける監視員　今後の
日泰定期機に

つける監視員　今後の
日泰定期機に

8 10 1 2
西原・ドクー會談　けふ
から再開　交渉の前途
好望視

佛印河内にて中野特派
員

8 10 1 7
「松風」不時着は　奇怪
な妨害　航空局の精査
發表

「松風」不時着は　奇怪
な妨害　航空局の精査
發表

8 11 0 2
南洋色に焦げて　野村
大将みやげ話

横濱電話

8 11 0 2
空前の洪水　河内以下
主要都市水びたし 怒り
狂ふソンコイ河

佛印河内にて中野特派
員

寫眞はソンコイ河

8 11 1 2
佛印交渉再開　西原、ド
クー两氏曾見

佛印河内にて中野特派
員

8 12 1 1
印度は起ち上る　佛教
を通じての提携　東亞
共榮圈確立に必要

8 13 1 2
援蔣禁絶協力への技術
的方式を協議　西原少
蔣・佛印司令官曾見

佛印河内特電

8 14 0 1 佛印交渉十六日開く 佛印河内特電

8 14 1 3
日泰定期「松風」原因究
明　日佛委員會で愼重
取調べ

日泰定期「松風」原因究
明　日佛委員會で愼重
取調べ

佛印河内にて中野特派
員

8 14 1 6 南洋の邦人異聞(一) 羽生操

8 15 0 1
わが佛印策牽制　英、
米と連繫で對抗說

ニューヨーク發同盟

8 15 1 2
佛印失地回復　タイ國
要求か　新嘉坡紙報道

佛印失地回復　タイ國
要求か　新嘉坡紙報道

シンガポール發同盟

8 16 0 1
重慶政權の崩壊必至　
大東亞共榮圈確立へ　
汪氏、烈々興亞を語る

南京にて橋本特派員
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8 16 1 2
佛印監視團經濟委員歸
る

門司電話

8 16 1 3
「中國」の理想翳し　廣
大に興亞聯盟　今秋
早々結成されん

廣大特電

8 16 1 7
赤道直下に　鵬翼は羽
搏く　南洋定期の準備
飛行

8 17 0 1
泰國軍、佛印國境に集
結

香港發同盟

8 17 0 1
シンガポールノ使用容
認か

ワシントン發同盟

8 19 1 2
佛印　重慶に抗議　中
央軍侵入を企圖

ヴィシ－發同盟

8 23 0 1
南方政策に對應　南洋
關係團軆を統合

8 23 1 7
佛の牢獄に二年　ハノ
イの親日新聞社長フ氏　
獨軍に放たれて歸る

ベルリン特電

8 23 1 7
大空の薩摩守　日泰定
期便に

福岡電話

8 24 1 2
海防のソ聯向け滯貨　
米國で引取る

ニューヨーク發同盟

8 24 1 7
處女空路拓く　巨人艇
機パラオに安着

パラオ特電

8 25 1 2
佛の植民地牽制策　ハ
ノイ會談を遅延　専ら東
京交渉に待つ

佛印ハノイにて中野特
派員

8 27 1 3
日本色增す佛印　監視
團乗込み後二月

佛印河内にて中野特派
員

8 28 1 7 南洋準備飛行延期

8 29 1 7

南洋大空ひと巡り　島
内定期にカナカ娘も狂
喜　パラオから準備飛
行

パラオにて日航社員松
林吉明氏

8 30 1 2
日支現地折衝の妥結ま
で　新しき興亞の礎石　
十五次の會談で終了

南京特電
【上】阿部信行大使　
【下】汪精衞行政院長

8 30 1 3

立上る東亞の白象　＝
英佛に奪はれた廣大な
國土＝　泰國失地回復
の叫び

タイ周辺東南アジアの
地図、文中に【地圖の
数字は泰國の失地順序
を示す】の記載

8 31 0 2
”靑春東亞”の盛典　新
京の大會へ日本代表

大崎氏　山口氏

8 31 1 2
けふ歴史的最終會見　
日支現地交渉茲に完了

南京特電

8 31 1 2
新嘉坡の根據地　米艦
隊に重要　ハワード氏
蘭印で說く

シンガポール特電 ハワード氏

8 31 1 3 東亞文化協議會 北京發同盟

9 1 1 1
新東亞の礎石成り　事
變處理新段階へ　現地
交渉嚴肅に終了

南京特電

9 1 1 1
國境封鎖を緩和　佛印
重慶側へ気兼ね

香港特電
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9 2 1 1
佛印・西阿に叛亂　政
府に半對對獨抗戰

ヴイシー特電

9 2 1 1 重慶の佛印對策 香港特電

9 2 1 1
日支調整條約文案　我
が委員携行出發す

南京特電

9 3 0 1 該当記事ナシ
日支交渉妥結喜びの乾
杯　（右）阿部大使　
（左）汪精衞氏

9 3 1 2
佛印の確保に躍起　佛
政府、鎮撫の急電

香港特電

9 6 0 1
佛印・上海租界問題　
ハル長官聲明　米の關
心太平洋へ

ワシントン特電

9 6 1 2
佛印最高會議　援蔣禁
絶の最終審議/佛印政
府、叛亂を認めず

佛印ハノイにて中野特
派員/佛印ハノイ特電

9 6 1 3
日滿支畜産提携へ　興
亞畜産調査會乗出す

9 7 0 1
佛印の現狀維持申し入
れ　英外相表明

ロンドン發同盟

9 7 1 7 日滿電話十日開通 新京特電

9 8 0 1
極東に英米共同　佛印
問題に容喙　ハル長官　
對日抗議提出發表

ワシントン特電 ハル國務長官

9 8 0 1
新東亞畜産計畫　日滿
支一體化を目標

新京發同盟

9 8 1 1
支那軍越境　佛印軍と
交戰

ヴイシー發同盟

9 8 1 7
興亞大會へ代表/歸還
勇士の寫眞展

9 9 1 1 佐藤大佐廣東へ
佛印河内にて中野特派
員

9 9 1 1 東建聯全國連絡會議

9 10 1 1
西原委員長　ドクー會
談

佛印河内にて中野特派
員

9 12 0 1
佛印國境の橋梁爆破　
暴戾　老開集結の蔣軍

香港發同盟
蒋軍が橋梁を爆破した
佛印國境の老開

佛印國境の地図

9 12 1 2
滿州國の資金計畫　更
に十五億圓台に壓縮/
日滿經濟懇談會

新京特電/大阪電話

9 12 1 3
日滿交通懇談會新潟で
開催

大阪電話

9 13 0 1
米大統領に佛印總督急
電說

香港特電

9 14 1 7
「興亞通信學校」設立/
日支和やかな集ひ

9 15 1 1
佛印の領土割譲　泰
國、佛政府へ要求

バンコツク發同盟

9 15 1 1
日滿支經濟建設要綱　
今週中にも閣議へ提出

9 16 1 1
日・佛印交渉妨害　蔣
軍鐵橋爆破の意圖/佛
印、重慶に抗議

佛印ハノイにて中野特
派員/香港發同盟
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富士倉庫写
真番号

9 17 1 2
國境に守備隊増強　泰
首相　失地回復要求を
聲明

バンコツク發同盟

9 17 1 2 佛印へ旅客機 香港特電

9 18 1 2
泰全く動員狀態　全兵
力を佛印國境へ

バンコツク發同盟

9 18 1 2
對日支貿易管理　滿州
國要綱を決定

新京特電

9 18 1 7 ビルマに廿五年 横濱電話

9 19 0 1
英、對日申入れ　佛印
の現狀維持に関心

ロンドン特電

9 19 0 1
佛政府拒否　泰國の失
地回復要求

ニューヨーク特電

9 20 0 1
東亞三億の靑年　團結
せよ　滿州國民動員大
會　力強く奉誓

新京特電

9 20 0 1 米、佛印情勢注視 ワシントン發同盟

9 20 0 1 前佛印總督倫敦着 ロンドン發同盟

9 20 1 1 泰國佛印に新要求提出 香港特電

9 20 1 2 興亞靑年交驩大會 新京特電

9 21 0 1
佛の態度現實的　佛外
相、佛印對策言明

ニューヨーク特電

9 21 0 1
言明を回避　ハル米長
官/佛印の對米飛行機　
購入交渉失敗に歸す

ニューヨーク發同盟

9 21 1 1 泰國親善使節入京

9 21 1 2
蔣、八萬の兵力集結　
對佛印作戰を練る

香港特電

9 21 1 2 泰國商船隊建設 香港發同盟

9 22 0 1

「新嘉坡の利用」協議　
日本の對佛印態度を牽
制か　ハル米國務長官
確認

ワシントン特電

9 22 0 1
重慶焦燥・軍事會議　
佛印對策を緊急協議

香港發同盟

9 22 0 1 蔣・佛印と密約說 香港特電

9 22 1 1
泰佛間紛争處理へ　國
境確定委員會成立

バンコツク發同盟 東南アジア大陸部地図

9 22 1 1
外交官型の軍人　ド
クー佛印總督(東人西
人）

ドクー總督

9 22 1 2
米、新嘉坡利用か/シン
ガポール軍港

9 23 1 1
邦人數名抑留さる　昨
日シンガポールで

シンガポール發同盟

9 23 1 1
佛印國境隧道　重慶ま
た破壊

香港發同盟
去る十日蔣軍に爆破さ
れた佛印國境老開橋

F59A‐16-
18-042799

9 23 1 1
泰首相強硬聲明　”對
佛不侵略條約解消辭せ
ず”

バンコツク發同盟 ピブン泰國首相

9 23 1 1
協和會の新動向　東亞
聯盟結成提唱

新京特電

22



菊池陽子・白石昌也編　『アジア太平洋戦争期の大陸部東南アジアに関する
“朝日新聞”（東京本社）記事リスト一覧』（早稲田大学中央図書館リポジトリ、2018年12月）　1940年分

月 日
0=夕刊 
1=朝刊

面 大東亜 南方 佛印 タイ佛印國境紛争 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類
富士倉庫写
真番号

9 24 1 1
帝國、事態を重視　新
嘉坡、邦人抑留事件

9 24 1 1 四名は釋放 シンガポール發同盟

9 24 1 1
新嘉坡訪問か　米アジ
ア艦隊旗艦

ニューヨーク發同盟

9 24 1 1
日佛間に諒解成立　皇
軍、佛印に平和進駐　
協定妥結・事變完遂へ

大本營陸海軍部發表二
十三日午前十一時　外
務省發表

寫眞西原（右）ドクー
（左）兩將軍

フランス領インドシナ周
辺の地図

9 24 1 1 抵抗の佛印軍降伏す
大本營陸海軍報道部發
表二十三日午後九時四
十五分

9 24 1 1
事變處理最終段階へ　
佛印進駐　蔣政權最後
の止め

佛印國境の地図

9 24 1 1
紛争の責任　佛印側の
命令不徹底

9 24 1 1
待するものであること　
斷乎邁進のみ　大熊課
長談

海軍報道部第一課長大
熊大佐談

9 24 1 1
領土侵略に非ず　外國
の干渉筋違ひ

二十三日午前十一時外
務省情報部長談

9 24 1 1
三ヶ月の努力結實　一
旦は在留邦人總引揚げ
準備　交渉經過

河内にて中野特派員

9 24 1 1
ドンダン南方に進出　佛
印軍、毒ガス使用

○○にて竹中、藤田兩
特派員　○○にて竹
中、藤田兩特派員　佛
印ドンダンにて高宮、乃
村兩特派員

9 24 1 1 佛政府も聲明 ヴィシー發同盟

9 24 1 1 西原少佐コンミユニケ
海防港軍艦○○にて中
野特派員

9 24 1 1 佛印軍指揮官戰死 海防發同盟

9 24 1 2 佛印北部に進駐

9 24 1 2

皇軍、佛印進駐の反響　
英、濠、蘭と協力對抗か　
西太平洋の布陣強化へ　
米國、伊國　事變解決
の促進、英國　日佛協
定の内容を検討、獨逸　
衝突は技術的手違い、
泰國　日佛交渉成立歓
迎、蘭印　情勢の變化
に關心

ニユーヨーク特電、ロー
マ特電、ロンドン特電、
ベルリン特電、バンコツ
ク發同盟、バタヴイア發
同盟

9 24 1 3

佛印晴れて”平和の進
軍”／あの努力なら　好
結果を豫期／二つの意
義／盡きぬ資源

／與謝野書記官／秋山
邦雄少佐／花岡海軍少
佐

9 24 1 3
船上に歓聲　引揚げ邦
人廻れ右

海口にて藤田特派員
廿日朝河内中央停車場
を引揚げる邦人　＝中
野特派員撮影

F059A-17-
3-042806

9 25 0 1

國土計畫設定要綱成る　
國防國家の態勢強化　
日滿支三國綜合國力を
整備
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9 25 0 1
佛の對日譲歩　米は同
意　佛外相言明

ヴイシー發同盟

9 25 0 1 佛の聲明、米否認 ワシントン發同盟

9 25 0 1

我方の損害輕微　佛印
進駐、現地軍發表/我
死傷百名/全く平靜に歸
す/佛印側戰死者　手
厚く埋葬

佛印國境寧明にて石川
特派員//南支前線○○
にて發同盟/南支前線
○○にて發同盟

9 25 0 1 泰佛不侵略條約廢棄か ニューヨーク發同盟

9 25 0 1
米、我が眞意諒解せず　
南方進出の幻影に兢々　
紐育・本社　國際電話

9 25 1 1
新嘉坡抑留事件　米に
嚴重抗議　大橋次官、
ク大使招致

9 25 1 1
日本の進駐は新嘉坡の
痛手　米紙の論調

ニューヨーク特電

9 25 1 1
英新嘉坡に艦隊派遣か　
我が進駐憂慮

ニューヨーク發同盟

9 25 1 1
日本と誠實に協力　佛
印の運命を開拓　ドクー
總督聲明發表

香港發同盟 ドクー佛印總督

9 25 1 1
峻嶮を突破　ドンダン進
駐從軍記

佛印ドンダンにて乃村
特派員

9 25 1 1

瀕死の重慶を震撼　佛
印進駐・物心兩方面の
効果　殘るは西北ルー
ト

南京特電

9 25 1 1
支那軍の侵入断固拒否　
佛政府通告す

ヴィシー發同盟

9 25 1 1 泰使節英植民地へ バンコク發同盟

9 25 1 1 呉鐵城マニラへ マニラ發同盟

9 25 1 2
資源供給の重要性　東
亞共榮圏に不可缺

9 25 1 7
和む國境、興亞の”隣
組”　警備の安南兵も日
本流の捧げ銃

佛印國境にて乃村特派
員

佛印國境よりドンダンの
街（矢印）を望む

9 25 1 7
町を擧げて歡迎　勇士
になつくドンダンの子

ドンダンにて高宮、乃村
特派員

9 26 0 1
けふ海防よりも進駐　協
定圓滿に實施期待　南
支軍當局長談

南支○○特電 寫眞は海防港 佛印國境周辺の地図

9 26 0 1 蔣、佛印侵入を言明 香港發同盟

9 26 0 1 蔣、行政院會議招集 香港特電

9 26 0 1 香港佛印間就航停止 香港特電

9 26 0 1
米、言を左右にす　新嘉
坡事件、重光大使抗議

ロンドン特電

9 26 1 1
佛印の不法發砲　捕虜
の佛將校確認す

佛印國境ドンダンにて
高宮、乃村特派員

9 26 1 1 該当記事ナシ
皇軍、堂々佛印に進駐　
第一報臺北より無線電
送　金井特派員撮影

9 26 1 2 新嘉坡の抑留事件
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9 27 0 1
海路部隊上陸を完了　
平和裡に海防へ第一歩

現地○○特電
佛印進駐のわが快足挺
身隊=乃村特派員撮影=
台北より無線電送

F059A-16-
9-042780

9 27 0 1 佛印國境に蔣軍戒嚴令 香港發同盟

9 27 0 1
山積する援蔣物資　進
駐部隊　自主的に完封

佛印國境ドンダンにて
高宮、乃村特派員

9 27 0 3
佛印はどんな所か　日
本と古い因縁　”兵象の
權”失った王樣

[上]安南王の象の行列　
[右下]カンボチヤ地方
の踊り子　[左下]安南土
民兵

9 27 1 1 該当記事ナシ

佛印進駐の精鋭、戰車
も共に小休止＝金井特
派員撮影　福岡支局電
送

F059A-16-
1-042764

9 27 1 1
諒山の市民　笑顔で迎
ふ

佛印諒山にて石川、高
宮、乃村三特派員

9 27 1 1
蔣政權に痛撃　諒山に
も平和裡進駐

佛印國境ドンダンにて
高宮、乃村兩特派員

佛印、広西、雲南の地
図

9 28 0 1
「事變處理に友好協力」
佛印進駐　日佛、デマ
一掃に聲明

9 28 0 1
新嘉坡確保せば日本の
南進不能　米のスターリ
ング少將論ず

ニューヨーク發同盟

9 28 0 1
南進に對抗　駐米英大
使力説

ニューヨーク發同盟

9 28 0 1
佛印進駐は日本の死活
問題　ガイダ氏論斷

ローマ發同盟

9 28 0 2
日滿支の技術總力戰　
東京→下関の興亞”彈
丸列車”

9 29 1 2 皇軍、佛印要衝に進駐 佛印○○にて發同盟 佛印國境付近地図

9 30 1 2
泰機、佛印へ越境　兩
國關係又も緊張

香港発同盟

10 1 0 1
青村（常次郎）部隊長　
壮烈な戰死　佛印側誤
解の抵抗で

諒山發同盟 青村部隊長

10 1 0 1
ビルマルート再開　英大
使と諒解成立か

香港特電

10 1 0 2
佛印　早くも日本語熱　
街と村の親善風景

海防にて木原特派員 寫眞は海防の市街風景

10 1 0 2 佛印から引揚第一船 長崎電話

10 1 1 1
佛印監視委員長　西原
少将歸り澄田少将

大本營陸軍報道部發表 寫眞は澄田少将

10 1 1 1 西原少将等河内へ
佛印河内にて中野特派
員

10 1 1 2 該当記事ナシ

佛印の空を快翔する陸
の荒鷲黒川部隊［石川
特派員撮影］下　佛印
に集結した我軍艦○○
に護衛された大輸送船
隊［ハイフオン沖にて中
野特派員撮影］

F059A-20-
10-042869　
F059A-16-
16-042794
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10 2 0 1
ビルマ・ルート閉鎖　
米、最初より反對　ハル
長官態度を表明

ニユヨーク特電

10 2 0 1 西原ドクー交驩
佛印河内にて中野特派
員

10 2 0 1 泰國商人射殺さる バンコツク發同盟

10 2 1 1
緬甸路禁絶期限満了前　
英の注意を喚起せん　
帝國、英米の策應監視

10 2 1 2
重慶の機關閉鎖　狼狽
する佛印支那人

佛印海防にて福井特派
員

10 3 0 1
第二段の進駐へ　佛
印、友好的に協力

佛印河内にて中野特派
員

10 3 0 2

碧眼に驚嘆の色　見直
す佛人、活気づく安南
人　進駐に゛曉けゆく河
内″

佛印河内にて中野特派
員

10 3 1 1 該当記事ナシ

佛印諒山市街にて中村
部隊長の閲兵（金井特
派員撮影・台北より無
線電送）

F059A-15-
2-042735

10 3 1 1
香港の援蒋路線　緬甸
と同時に再開か

香港特電

10 4 1 1 皇軍ハノイ郊外に進駐 海防發同盟

10 4 1 1 澄田委員長着任 河内發同盟

10 4 1 1 該当記事ナシ

堂々・海防へ向ふ我が
戰車隊＝（三善特派員
撮影　台北より無線電
送）

F059A-16-
13-042789

10 4 1 1
援蔣緬甸ルート　英一
八日より再開せん

ニューヨーク特電

10 4 1 7
流水清く安南人は優し　
進駐部隊ロクビンヘ

佛印ロクビンにて乃村、
石川雨特派員

ランリンの清流にて　皇
軍勇士と共に洗濯する
安南婦人　＝金井特派
員撮影

F059A-15-
5-042741

10 5 0 1
歴史的進駐終る　澄田
新委員長も着任

佛印河内にて中野特派
員

10 5 0 1
一觸即發の危機　泰、
佛印間なほ緊張

バンコツク發同盟

10 5 1 2 ハノイ進駐
佛印河内にて中野特派
員

10 5 1 2 該当記事ナシ

三日河内郊外の兵舎に
入る皇軍警備隊　三善
特派員撮影台北より無
線電送

F059A-16-
15-042793

10 6 0 1

佛印に經濟使節派遣　
松宮特派大使を首班に
編成　佛印政廳と具體
交渉

10 6 0 1 西原少将送別宴
佛印河内にて中野特派
員

10 6 0 1 該当記事ナシ

荒鷲○○飛行場へ堂々
着陸　河内にて三善特
派員撮影［台北より無
線電送］
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富士倉庫写
真番号

10 6 0 1
飽迄平和裡に失地恢復
要求　泰首相語る

バンコク發同盟

10 6 1 1
郭大使頻りに畫策　ビ
ルマ・ルート問題

ロンドン特電

10 6 1 7
佛印の流行語「お早よ
う」

佛印諒山にて高宮、乃
村兩特派員

兵隊の炊事を物珍しげ
に見物する安南娘=ラン
ソンにて金井特派員撮
影

10 7 1 1 陸鷲、河内に進駐 廣東特電

10 7 1 1
經濟會談に期待　澄
田・ドクー初會談

佛印ハノイにて中野特
派員

澄田監視團新委員長、
佛印總督訪問　向つて
右から西原前委員長、
ドクー總督、澄田新委
員長＝四日河内にて三
善特派員撮影［台北よ
り無線電送］

10 7 1 1
緊張の泰・佛印國境＝
一旅行者の實地見聞談
＝

バンコツク發同盟 インドシナ半島地図

10 7 1 1
ビルマ・ルート　陸鷲の
翼下に　再開するも効
果なし

ハノイ特電

10 8 0 1
ソ聯と國交調整　東亞
共榮圏を確立　外相訓
示

10 8 0 1
ビルマ公路再開　英、郭
大使に通告

ロンドン發同盟

10 8 1 1

ビルマ・公路の再開　ソ
聯にも通告　英、對ソ接
近に利用／再開準備進
む

ニユヨーク發同盟／香
港特電

10 8 1 2 西村部隊河内へ進駐
佛印河内にて木原特派
員

10 8 1 2
投降佛印軍　引き渡し
完了

廣東特電

10 8 1 2 佛砲艦　佛印へ廻航 香港特電

10 8 1 2
ビルマ・ルートの再開
（話題の鍵）

10 9 0 2

佛印朗話　時差無情、
起床は”三時半”　右側
通行にも面喰ふ兵隊さ
ん

佛印河内にて中野特派
員

安南の子供たちと遊ぶ
日本の兵隊さん＝特派
員撮影

F059A-15-
10-042751

10 9 1 1 該当記事ナシ

河内入りした西村部隊
長（中央）出迎への佛印
将軍と乾杯＝六日三善
特派員撮影・台北無線
電送＝

10 9 1 1

滇緬公路の再開通達　
英大使、きのふ松岡外
相訪問　我方、既定方
針に邁進

情報部長談
ビルマ、佛印、中國國境
の地図

10 10 0 2
東亞の海に断然優勢　
日の丸船隊百萬トン増
強

日の丸を振って船を見
送る人の写真

10 10 0 2 佛印版”花と兵隊” 海防にて友松特派員 佛印版”花と兵隊”
F059A-19-
2-042814
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真番号

10 11 0 1
泰、國境委員會設置承
認

ニユヨーク特電

10 11 1 2
櫻田部隊進駐　バクニ
ンヘ

佛印○○にて後藤、岡
田兩特派員

10 11 1 2 ドクー總督の招宴
佛印河内にて琢磨、岡
田兩特派員

10 11 1 2 コムス佛大使河内着
佛印河内にて琢磨特派
員

10 12 0 1 佛印經濟使節團出發す 神戸電話

10 12 0 2
東亞に結ぶ四十二都市　
満支代表迎へて來月結
成式

10 12 1 1
東亞共榮圏確立　帝國
不動の方針　小林使節
歓迎會で演説

バタヴィア脇田、衣奈兩
特派員

10 12 1 1 西原少将台北着 台北電話

10 12 1 1
泰國公使に二見氏　南
洋方面の陣容刷新

寫眞は上から二見、石
澤、齋藤の三氏

10 12 1 1 米、泰に注意喚起 ニユヨーク發同盟

10 13 0 1 西原少将東上 台北電話

10 13 0 1
佛の拒否回答　泰國政
府發表

バンコツク發同盟

10 13 1 1 該当記事ナシ
再開近きビルマ路の風
物［上］熱帯樹茂る山峡
［下］奥地の市街風景

10 13 1 2 佛印代表バンコツクへ ニユーヨーク發同盟

10 13 1 7
佛印の友好に再生　松
風號三ケ月振りに祖國
へ

佛印河内にて福井、三
善兩特派員

飛行機の写真

10 13 1 7

想へば幾難關　佛印
の″外米″は素適にう
まい　大任果した西原
少将

自宅で語る西原少将

10 14 1 1 公路再開準備急ぐ 香港發同盟

10 15 1 1
ビルマ公路再開　軍事
的價値なし　米記者指
摘

ニユヨーク發同盟

10 15 1 2

佛砲艦救助　ドクー總
督感謝／遭難佛乗組員
帰艦／佛印の對日認識
不足

佛印河内にて後藤特派
員/海口發同盟/佛印河
内にて後藤特派員

10 15 1 2 泰國から獨伊へ使節 バンコツク發同盟

10 16 0 1 タイ領土返還デモ ニユヨーク發同盟

10 16 1 2
支那軍佛印國境より後
退

佛印河内にて後藤特派
員

10 16 1 2 佛印總督國境視察 香港發同盟

10 16 1 2 佛印側犠牲者慰靈祭 佛印河内發同盟

10 16 1 2 コムス佛大使重慶へ 香港發同盟

10 16 1 2 泰、蘭印へ使節派遣
バタヴィアにて衣那特
派員

10 16 1 2
緬甸路輸送準備　敵タ
ンク、飛行機集結

香港發同盟
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10 19 0 1
英、遂にビルマ路再開　
援蒋物資の輸送開始

ロンドン特電

10 19 1 1
廿一日初顔合せ　佛印
の經濟代表決す

佛印河内にて琢磨、福
井兩特派員發

10 19 1 1 日・佛印交驩晩餐會
ハノイにて琢磨特派員
發

10 19 1 1
海鷲、滇緬ルート猛爆　
再開初日に痛撃加ふ

南支○○基地特電　南
支○○基地にて後藤特
派員

10 20 0 1
松宮使節一行　けふ海
防上陸

佛印海防にて後藤、琢
磨兩特派員

10 20 0 1 泰失地回復再要求 ニユヨーク發同盟

10 20 0 1 泰國王近く御歸還 バンコツク發同盟 マヒドーン陛下

10 20 0 1 泰首相國境視察へ バンコツク發同盟

10 20 1 2
對佛印交渉　松宮大使
決意を語る

佛印河内にて福井特派
員

松宮大使

10 20 1 2
泰國失地回復要求を堅
持／泰國宣伝部發表

香港發同盟／香港發同
盟

10 21 1 1
松宮大使　けふ佛印總
督と儀禮交驩

河内發同盟

10 21 1 1

海鷲、ビルマ路空襲　又
も重要橋梁を爆撃／ビ
ルマ路再開は民族離間
の策謀　獨外務省機関
紙論評

佛印○○基地にて後藤
特派員／ベルリン發同
盟

10 22 1 1
松宮特使　佛印總督訪
問

佛印河内にて琢磨特派
員

10 22 1 2 該当記事ナシ

「張切る空の精鋭　[上]
佛印○○基地のテント
を掠めて飛ぶ荒鷲[下]
一風呂浴びて□□の汗
を流す隈部部隊の勇士
たち[三善特派員撮影］

F059A-02-
2　042443　
042444

10 22 1 2
失地恢復以外に解決策
なし　泰國首相放送

バンコツク發同盟

10 23 1 1
松宮特派使節　佛印總
督懇談

佛印河内特電

10 23 1 1 邦人西貢に歸還 佛印河内發同盟

10 24 0 1 泰、佛印間依然険悪 バンコツク發同盟

10 24 0 1
ビルマ路を猛爆　荒鷲
第三次　諸橋梁に巨弾
命中

香港發同盟

10 24 0 3
世紀の脚光　浴びるビ
ルマ　親日の體制に明
日への發足

寫眞＝［上］ボエ（□□）
に牛車で押出すビルマ
人□［下右］□□を□ふ
子供僧侶［下左］シユウ
エーダゴンのパゴダ（黄
金塔）

10 24 1 1
新設南洋局長　齋藤總
領事内定

10 24 1 1

海鷲、ビルマ路を猛爆　
援蔣物資積載の自動車
立往生　メコン河大吊橋
大破

香港發同盟

ビルマ路爆撃に向かふ
我荒鷲群○○上空通過　
【福岡支局電送】下はビ
ルマ路の大吊橋
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10 24 1 1
日佛印交渉　松宮大使
ら對策を協議

佛印河内特電

10 24 1 1
佛印、國境に派兵　泰、
佛印關係険悪化／佛印
軍隊叛亂説

バンコツク發同盟　香港
發同盟／バンコツク發
同盟

10 25 0 1
佛印に自治権　相當程
度に付與か

ニユヨーク特電

10 25 0 3 該当記事ナシ

ビルマ・ルートを観る①
ビルマと雲南の國境近
き山獄重畳たるビルマ
側の輸送路②北部ビル
マシャン族の少女が籠
を背負って運ぶ③ビル
マ北部輸送の驛驢馬④
雲南側高原地帯の輸送
路

10 25 1 1
共榮圏確立が目標　對
佛印經濟交渉に期待

佛印河内にて福井特派
員

寫眞右は十九日河内着
の松宮大使、左鈴木總
領事

10 25 1 1 佛印使節團歓迎會 佛印河内特電

10 25 1 1
佛印意見分裂　泰の要
求對策

バンコツク發同盟

10 26 0 1 泰、佛印關係険悪 バンコツク發同盟

10 26 1 1 海防で二外國船を取調
佛印河内にて後藤特派
員

10 26 1 1
滇緬路遮断に成功　海
鷲・新舊の兩橋爆碎

佛印○○基地特にて後
藤特派員

10 26 1 2
一般的交渉　對佛印進
捗　松宮特使の談

河内にて琢磨特派員

10 27 0 1
日佛印交渉進展　我が
代表全員打合會

河内特電

10 27 0 1
ビルマ路遮断　伏見總
長官御祝電

大本営海軍報道部公表
ビルマルート爆撃に向
ふ佛印進駐の海鷲部隊
＝海軍撮影

10 27 1 1

未踏の山岳地帯を翔破　
海鷲ローウイン雲南急
襲　敵飛行機工場を潰
滅

佛印○○基地特電　佛
印○○基地特電

10 27 1 2
佛印、日本に期待　經
濟問題の解決へ

佛印ハノイにて福井特
派員

10 27 1 4
アジヤ人の手で東亞共
榮圏　平和な世界を建
設

10 29 0 1
蔣軍佛印に越境　雲南
省境（フオーバング）で
撃退さる

香港同盟

10 29 0 1 松宮特使各地視察 佛印河内特電

10 29 0 1 西村部隊長閲兵 河内發同盟

10 29 0 1
英米勢力の一掃　佛印
着々と政権強化

河内發同盟

10 29 1 1
日、佛印交渉進捗／マ
ルタン将軍退職

佛印河内にて琢磨特派
員／佛印河内にて琢磨
特派員

10 29 1 2 佛印との經濟交渉
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10 29 1 2
皇軍南寧を撤退　佛印
進駐で価値喪失

南寧特電

10 29 1 2
海鷲サルウイン河橋を
爆破

○○基地特電

10 30 1 1
順調に進捗　松宮ドクー
第四次會談

河内發同盟

10 30 1 2
海鷲・惠通橋爆破　滇
緬公路のサルウイン河
架橋

廣東特電

10 31 0 2
ビルマルート爆撃海鷲
座談會　凄いぞ直撃弾　
平素の訓練　狙は正確

佛印○○基地にて後藤
特派員

10 31 1 1 松宮・ドクー會見 河内特電

10 31 1 2 又も滇緬公路猛爆 香港發同盟

11 1 1 2
けふ初顔合せ　日、佛
印委員

佛印河内特電

11 2 1 2
佛印で翼の親善　安南
人の親日風景

佛印河内にて三善特派
員

寫眞は安南の子供達と
仲良しの勇士達

11 2 1 2

佛印樞軸接近へ　米船
に強硬處置/日佛印委
員初顏合わせ/ドンダン
倉庫に放火

佛印河内にて後藤特派
員/河内特電/佛印河内
にて後藤特派員

11 3 1 1
東亞經濟懇談會　座長
並に議題決定

11 5 0 1 該当記事ナシ
佛印國境ランソン警備
の皇軍　三十日三善特
派員撮影

F059A-15-
9-042748

11 5 0 3 上海佛印無電計畫

11 5 1 1

東亞共榮圏確立促進　
十年後に自給自足へ/
日滿支經濟建設要綱骨
子/全幅の協力確約　
早急具體化を要望

11 5 1 2 該当記事ナシ
佛印の邊境を護る我が
歩哨　三善特派員撮影

F059A-16-
12-042786

11 6 0 1 泰、佛の抗議一蹴 バンコツク發同盟

11 6 1 1
佛印進駐部隊の殊勳上
聞に達す　中村部隊挺
身隊　輝く三木部隊

広西省・佛印國境周辺
図　矢印は進駐部隊・
友軍の進駐經路

11 6 1 1 澄田・ドクー會談 佛印河内特電

11 6 1 2 建設經濟への發足

11 6 1 3

日滿支連繋強化に綜合
企畫委員會　滿州國、
設置を考慮/北邊振興
計畫　滿州國、根本的
に検討/日滿企業會社
株式引受協議

新京特電/新京發同盟/
大阪電話

11 6 1 7
育つ興亞の命　”賛育
戰線”に世界記録

11 6 1 7
難産だった進駐　感狀
の部下を語る中村中將
/三木部隊長談

/廣島電話

11 7 0 1
日滿支電氣事業の　規
格統一決定す　周波、
電壓、用器を規正
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11 7 0 2
結ぶ興亞の新動脈　博
多→麗水間に航路を建
設

11 7 1 1

東亞共榮圏確立へ　財
界、全く平靜を保つ/滿
州國産業建設　基本部
門の實施具體策

/新京發同盟

11 7 1 1

日、佛印文化提携　早
急實現に意見一致/松
宮、ドクー會談/佛印の
支那向滯貨處分進捗

佛印河内にて後藤特派
員/佛印河内發同盟/佛
印河内にて後藤特派員

11 8 0 2
一堂に共榮圏の市長　
日支交驩等を約束

11 8 1 1
佛印進駐部隊に聖旨を
傳達　徳永侍従武官歸
還/西村部隊長謹話

福岡電話/
佛印進駐部隊に聖旨を
傳達　三善特派員撮影

11 8 1 5
日滿支　電氣事業の規
格統一（１）

11 9 0 1 泰、又も佛印に抗議 バンコツク發同盟

11 9 0 2 絢爛　”興亞の常會”

11 9 0 3
日本映畫　佛印へ進出　
劇映畫「暖流」など急送

11 9 1 2
佛印軍移動　タイ國に
備ふ

佛印河内發同盟

11 9 1 5
日滿支　電氣事業の規
格統一（２）

11 9 1 7 共榮圏市長の招待會

11 10 1 5
日滿支　電氣事業の規
格統一（３）

11 12 1 2
ドクー佛印總督　辭意を
表明　西貢派反動傾向
激化

河内發同盟 ドクー總督

11 12 1 2
日支の運命完全に一體　
汪主席の論文

南京發同盟

11 12 1 2
既に敵影なし　陸鷲寧
明を偵察

佛印○○基地にて後藤
特派員

11 12 1 5
日滿支　電氣事業の規
格統一（４）

11 13 0 1
米の新嘉坡使用　近く
交渉表面化せん

ニューヨーク發同盟

11 13 1 1
ドクー總督排日華僑を
彈壓

河内發同盟

11 13 1 2 佛印總督更迭説

11 14 0 1
新事態に卽応し　南洋
局を新設　外務省　人
事機構を發表

新事態に卽応し　南洋
局を新設　外務省　人
事機構を發表

新事態に卽応し　南洋
局を新設　外務省　人
事機構を發表

新事態に卽応し　南洋
局を新設　外務省　人
事機構を發表

11 14 1 2
ドクー佛印總督　辭職を
否定　對日友好日提携
を強調

佛印河内にて琢磨特派
員

11 15 0 1 支那兵佛印に越境 佛印河内特電

11 15 1 1
極東軍總司令部　英、
新嘉坡に新設　總司令
官にブ大將

ロンドン特電

11 15 1 1 泰國首相に獨裁權 バンコツク發同盟
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11 15 1 3
香港、新嘉坡向運賃再
引上

大阪電話

11 16 0 2 南洋を語る座談會

11 16 1 2
蔣軍恐るゝ欽縣へ　我
軍撤退の一畫夜後／佛
印派遣軍幕僚談

廣東特電／河内特電

11 16 1 2 佛印、泰に強硬聲明 河内發同盟

11 17 0 1 該当記事ナシ
海鷲ビルマルート惠通
橋を爆撃　海軍撮影

11 17 1 1
タイ國公使館　昇格經
費を承認　大藏豫算省
會議開く

11 17 1 2

ドクー總督猶太人壓迫/
カトルー前總督暗躍／
支那軍佛印越境／佛印
國境で匪賊捕虜

河内發同盟/河内發同
盟／河内發同盟／河内
特電

11 17 1 2 英西貢へ野心濃厚
佛印河内にて後藤特派
員

11 17 1 3
佛印向輸出　印度政廰
禁止

ボンベイ發同盟

11 18 1 1

英米、泰と軍事密約説　
泰の微妙な立場を利用
/失地回復援助と經濟
封鎖で威嚇　六ヶ條の
協定内容/我が方重大
關心　今後の成行を注
視

バンコツク發同盟/バン
コツク發同盟/

11 18 1 3 ビルマ青年と握手
寫眞は懇談會における
ビルマ青年諸君

11 19 0 1
英、又對日厭がらせ　
泰に印度麻袋再輸出に
申入れ

バンコツク發同盟

11 19 1 2

泰、佛印國境緊張　パ
クセ附近斥候衝突/駐
泰佛大使　日本側と懇
談

河内特電發/佛印河内
特電

11 19 1 2
記者團と定例會見申出　
ドクー總督/安南王より
勲章

佛印河内にて後藤特派
員/佛印河内特電

11 19 1 2

佛印縦走記＜上＞　王
朝の夢を求めて　淋しき
古都・順化　”王の道”を
南へゆく

佛印河内にて福井特派
員

寫眞は順化のクレマン
ソウ橋＝福井特派員撮
影

佛印の地図
F080(44)20
59

11 20 0 1
援蒋物資禁絶　佛印
着々實施

佛印河内にて後藤特派
員

11 20 0 1
泰との密約　米次官否
定

ワシントン特電

11 20 1 2
佛印を暗くするもの　3
つの排日策動分子

佛印河内にて福井特派
員

11 21 0 1
ラオス長官　佛政府免
官

ヴイシー發同盟

11 21 1 1
反日結社を解散　佛
印、對日友好を闡明／
人事を更新

佛印河内にて後藤特派
員／佛印河内特電

33



菊池陽子・白石昌也編　『アジア太平洋戦争期の大陸部東南アジアに関する
“朝日新聞”（東京本社）記事リスト一覧』（早稲田大学中央図書館リポジトリ、2018年12月）　1940年分

月 日
0=夕刊 
1=朝刊

面 大東亜 南方 佛印 タイ佛印國境紛争 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類
富士倉庫写
真番号

11 21 1 2

佛印縦走記＜中＞　南
に放置された公然の援
蔣路　實權握る抗日華
僑

佛印河内にて福井特派
員

カツトの寫眞は交趾支
那のゴム林

11 22 0 1
日滿支問題審議　滿州
國で國務院會議

新京特電

11 22 1 2

佛印縦走記＜下＞　カ
ムボヂヤの森にクメル
族の遺跡　壯大華麗の
大寺院

佛印河内にて福井特派
員

［上］カムボヂヤの首都
プノムペンの古城［下］
アンコール・ヴアツトの
西正面玄關

11 22 1 2 佛印、邦語電報解禁 河内發同盟

11 22 1 2
滿州國の新體制　國民
組織要綱案成る

新京特電

11 22 1 2 マレー總督香港着 香港特電

11 22 1 7 佛印觀光局長訪日 河内發同盟

11 23 0 1
東亞研究所常務理事唐
澤氏

11 23 0 1
佛印・泰衝突説　佛政
府否定す

ヴイシー發同盟

11 23 1 2
我が軍用物撮影　海防
で米副領事捕はる／挑
戰的な米領事の放言

河内にて後藤特派員／
佛印河内にて後藤特派
員

11 24 1 1 新嘉坡の軍備増強 河内発同盟

11 24 1 1 滿州國税制改革へ 新京発同盟

11 25 1 1
東亞聯盟中國同志會成
立す

南京特電

11 25 1 3
酒の上の口論でビルマ
人を刺す

11 26 0 1
共榮圏確立へ　東亞經
濟懇談會開く

11 26 0 1
佛印内部肅清　ドクー
總督

河内発同盟

11 26 0 1 西貢土人暴動 河内特電

11 26 1 1 松宮ドクー會見 佛印河内特電

11 26 1 1 泰、佛印交戰 佛印河内発同盟

11 27 0 1
泰軍占領か　バタバン
地方

佛印河内にて後藤特派
員

インドシナ半島地図

11 27 0 1
日滿支を通ずる電氣通
信の自主　東亞經濟懇
談會で　山田次官強調

11 28 0 1

”日滿支物價體制　常
置機關設けよ”　津島副
總裁力説す　東亞經濟
懇談會

11 28 1 7
南洋を無事一循り　綾
波號使命果して横濱に
安着

11 29 0 1
東亞經濟懇談會（第四
日）　鐵鋼業自主性昂る　
米の屑鐵禁輸で促進

11 29 0 1 安南人、佛人に暴行 河内發同盟

11 29 0 1 佛印、泰衝突發表 ヴイシー發同盟
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11 29 1 1

日、佛印通商交渉東京
へ　佛本國からも代表
團　來月下旬から續開
／松宮大使歸國の途へ

／河内發同盟

11 29 1 2 佛印機泰領を爆撃 バンコツク發同盟

11 30 0 3
六日で南國一巡　冬か
ら夏へ、また冬への旅　
「綾波」號に同乗の記

上はパラオ淡水間處女
航空路の開拓機として
重要な責任を果した”綾
波”號の男姿　下は”綾
波”號の乗員首脳　右
から機長岡野歓一郎
氏、副操縦士福田巽
氏、天測航法に殊勧の
斧和夫氏、凸版は”綾
波”號の飛行コース

11 30 1 1

進中國統一の巨歩　日
支國交調整條約案、國
府可決　新事態重慶に
大衝撃

南京特電

11 30 1 1
佛印委員出發／松宮大
使台北着

河内特電／台北電話

11 30 1 7 南洋映畫協會生る

12 1 0 1

東亞新秩序の礎石成る　
劃期的な日支新條約　
國民政府を正式承認/
南京で調印を完了す/
滿支晴れて相互承認/
日支共同コンミュニケ/
感激の調印式/汪主席
全國に通電

南京特電/南京特電/南
京特電/南京特電/南京
特電/南京特電

歴史的な日支新條約調
印式（向って右は阿部
大使、左は汪主席）丗
日大束特派員撮影　南
京―福岡間　空輸・本
社朝雲機＝福岡支局電
送

12 1 0 1 東亞經濟懇談會閉會

12 1 0 2
汪氏・ハノイ脱出秘録　
捨てた鼻紙も密書　忍
ぶ暗殺團をまく

寫眞はハノイのコローン
街廿四號の汪精衛氏隠
れ家

F080(48)21
90

12 1 0 3
調印までの經過　外務
省情報部長談發表

12 1 0 3
日支條約の意義　一大
平和枢軸の確立　永久
的基本關係を明示

12 1 1 1

東亞和平實現の誓ひ　
日支代表決意を闡明/
實施運用こそ緊要｛阿
部大使強調｝/全面的和
平の到來　新國府の成
長に懸る/平和の黎明　
＊全權委員談/全幅の
協力｛嶋田司令長官談
話｝/三國の結合強化　
戰争狀態克服へ　西尾
總司令官談話

南京特電//香港特電/
南京特電/南京特電/南
京特電

日滿支三國代表の乾杯　
向って右から＊滿州國
代表一人置いて阿部大
使、汪主席　＝上海東
京間電送＝

12 1 1 1
更に援助協力要望｛汪
主席挨拶｝/汪主席招宴
/汪主席放送

/南京特電/南京特電

12 1 1 2 新東亞の礎石成る

12 1 1 2
速かに約定締結へ　滿
支國交輝く新展開

新京特電
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12 1 1 2
泰機、佛印を爆撃　紛
争極度に悪化氣配/
泰、佛籍人に退去命令

佛印河内発同盟/バン
コツク発同盟

12 1 1 2
後宮指揮官佛印巡視　
將兵に訓示

河内発同盟

12 1 1 3

條約締結と東亞共榮圏　
日滿支の經濟強化　急
速に具體化せん/開発
躍進の跡/北支の特殊
性確認要望さる/物資
交流圓滑化

//北京特電/新京特電

12 1 1 4
日支新條約　大東亞建
設に努力すると宣言

12 1 1 5
”日支條約”成る（１）　
新中國の教育　汪主席
の重大責務　宇田尚

12 2 1 1 日支條約締結と列國

汪主席の招宴　（上）一
日正午から大禮堂に開
かれたカクテル・パーテ
イ、右より□委員、汪主
席、阿部大使、西尾總
司令官【上海・東京間電
送】　（下）調印された日
滿華三國條約文【大阪
本社電送】

12 3 0 1
泰、佛印軍空中戰／兩
國の衝突必死

ニユヨーク發同盟／香
港發同盟

12 3 1 1
泰、イランとの修好条約
審議

12 3 1 2 日支條約と國際的反響

12 3 1 2

佛印側に死傷　泰機の
爆撃/佛印當局泰國境
閉鎖/泰、平和的解決
希望

河内発同盟/河内発同
盟/ニューヨーク発同盟

12 3 1 5
”日支條約”成る（２）　
思想的結合へ　儒教を
力強く實現せよ　宇田尚

12 4 0 1
バンドン島　佛印軍が占
領／タイ佛印紛争　英
官邊の觀測

ニューヨーク発同盟／ロ
ンドン発同盟

12 4 1 1 泰、佛印交戰 バンコツク発同盟

12 4 1 2 泰國對佛印の紛争

12 5 0 1 佛印泰機抑留 河内特電

12 5 1 2
佛印武装輸送船を猛射
/佛印、泰間通信杜絶

ニューヨーク発同盟/河
内発同盟

12 5 1 7
日泰空路に新線　西貢
廻り・けふハノイ發就航

寫眞は三菱双発廿一型
機

佛印周辺の地図、広
東・ハノイ・ダナン・サイ
ゴン・バンコク回りの空
路を実線で示す

12 5 1 7 日滿大學生懇談會

12 6 1 1 佛印當局、暴徒彈壓 佛印河内特電

12 6 1 1 外人記者殉職す 佛印河内特電

12 6 1 1 東亞石炭統制會を結成 福岡電話
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12 6 1 2
滿州國西南國境の討匪
戰果/阿部大使　前線
部隊慰問

承徳発同盟/南京特電

12 6 1 3

和平建國への道　汪精
衞氏二ヶ年半の苦心/
香港の闘争時代　語る
林柏生宣傳部長　殉國
の屍越えて　汪氏の和
平徹底へ

南京特電/南京特電

寫眞説明【上】佛印河内
近くの隠れ家に於ける
汪精衞氏一家と會仲鳴
氏〔右から會仲鳴氏、汪
氏令嬢、汪氏、同夫人〕
＝昨年一月【中】日滿支
三國宣言調印式〔右阿
部大使、中央汪主席、
左□代表〕＝去る十一
月三十日南京にて【下】
南京中山陵孫文の像の
前に立ち日支新條約調
印を報告する汪主席
（左）と褚民誼外交部長
＝去る十二月三日/寫
眞は林柏生氏

12 7 0 1
駐日滿大使異動　李交
通部大臣と入代り

新京特電

12 7 1 2
滿支の固き結合　舊秩
序國に衝撃　馬淵報道
部長初見發表

南京特電

12 7 1 2
泰、失地回復に起つ　
佛印との國境紛争史

佛印河内特電
支那・佛印・タイ・ビルマ
周辺地図

12 8 0 1
新駐支大使に本多氏　
けふ新任式御擧行

12 8 1 2

褚民誼氏に内定　國民
政府の駐日大使/本多
大使の來任　國府當局
期待を表明/阿部大使
武漢視察

南京発同盟/南京発同
盟/南京特電

12 8 1 2 佛印物資缺乏 河内発同盟

12 8 1 2 佛印泰の報道否定 河内特電

12 9 1 1
泰、新任佛大使を忌避
す

バンコツク発同盟

12 10 0 1 泰機、佛印都市爆撃 香港発同盟

12 10 1 2

泰・佛印兩軍交戰　メコ
ン川挟み銃撃戰/佛印
空軍、泰軍の據點爆撃
/國境の緊張　激化　
泰、大部隊集結/急速
解決の望み薄　ドクー
總督談/佛印の航空路
変更

河内発同盟/河内発同
盟/香港発同盟/ニュー
ヨーク発同盟/河内発同
盟

12 11 0 1
佛印南部の反亂重大化　
弾壓の犠牲者すでに六
千人

河内發同盟

12 11 1 2 佛印カオ・ダイ教徒反亂 河内発同盟

12 11 1 2 佛印と泰空襲戰 河内特電

12 12 0 1
阿部大使　大任を果し
て歸途へ/上海に到着

南京特電/上海特電

12 12 0 1
佛印・泰交戰續く　佛印
側發表　空中戰も展開

河内特電

37



菊池陽子・白石昌也編　『アジア太平洋戦争期の大陸部東南アジアに関する
“朝日新聞”（東京本社）記事リスト一覧』（早稲田大学中央図書館リポジトリ、2018年12月）　1940年分

月 日
0=夕刊 
1=朝刊

面 大東亜 南方 佛印 タイ佛印國境紛争 タイ ビルマ 発信元、特派員 写真キャプション キャプションなし図版類
富士倉庫写
真番号

12 12 1 1
日支滿國の將來　一切
は實踐　阿部大使上海
で語る

上海発同盟

12 12 1 2
佛印當局も強硬　泰と
の紛争深刻化

佛印河内特電

12 13 0 1

東亞共榮圏確立を期待　
異分子の跳梁排撃　
獨、極東問題に積極關
心　獨外交評論家カー
ル・メゲルレ氏特別寄稿

ベルリン特電

12 13 0 3
泰、佛印の紛争　泰國
の言ひ分を聽く

【上】國境ブリラム〔佛
領〕附近の風景（圓内）
ルアン・ピチトル・ヴアダ
カーン無任所相【下】泰
軍の精鋭、地圖は泰、
佛印の國境

12 13 1 1
商標權保護　日支間に
諒解

12 13 1 2
泰、佛印を爆撃/佛印空
軍應酬

佛印河内特電/河内発
同盟

12 13 1 2
”經濟交渉の前途　佛
印の誠意に俟つ”　長谷
川財務官歸來談

長崎電話

12 14 0 1 阿部大使歸朝の途へ 上海特電

12 14 0 1 佛印・泰空爆戰 佛印河内特電

12 14 1 1
”覺悟既にあり　泰の出
方を待つ”　佛印總督決
意を語る

河内特電

12 15 0 1 佛印軍報復爆撃 佛印河内特電

12 15 1 2 佛印の怪放送 佛印河内特電

12 16 1 1
阿部大使歸朝 きのふ
神戸に上陸/けふ大阪
發歸京

神戸電話/大阪電話

12 16 1 2 泰政府、聲明を發表 バンコツク發同盟

12 17 1 2 泰機、佛印を爆撃 佛印河内特電

12 18 0 1
佛印の領土保全　ヴイ
シー政府聲明

ヴイシー発同盟

12 19 0 1
阿部大使參内　條約締
結の經緯奏上

12 19 0 1
”日佛印通商提携の下
地は既に十分”　佛印
側委員一行來朝

神戸電話

12 19 1 1
日、佛印東京會談　今
月末開催　佛代表部の
構成發表

12 19 1 2

日滿支の道義的結合へ
/徐良外交部長を滿州
國へ派遣す　國府承認
の答禮使節

/南京特電

12 19 1 2
佛印、泰猛爆戰　國境
住民は戰々恐々

河内特電

12 20 1 1

新支那中央銀行成る　
資本一億元、全額準備
制採用　總裁に周氏・
一月開業

南京特電
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12 20 1 2

泰、金輸出を禁止　佛
印國境の不安反映/
泰、佛印領爆撃/砲撃も
開始/

バンコツク発同盟/バン
コツク発同盟/佛印河内
特電

12 20 1 2
中支建設に黎明　中央
儲備銀行の成立まで

南京特電

12 21 0 1 新嘉坡義勇兵訓練 シンガポール発同盟

12 21 0 1 泰機・佛印爆撃 佛印河内特電

12 23 1 2 泰・佛印交戰 佛印河内特電

12 24 1 1 日泰條約成立 バンコツク發同盟
寫眞は上二見公使、下
ピブン首外相

12 24 1 2
泰・佛印間紛争　漸次
緊張緩和す　佛政府、
交渉を準備

ヴイシー発同盟

12 25 1 1

”日本の好意心強し”ピ
ブン泰首相と語る/東亞
の平和増進に貢獻せん　
泰國外相祝電

バンコツク青木特派員

12 25 1 1
烈々愛國の熱情　ピブ
ン泰國首相（東人西人）

ピブン首相

12 25 1 1
濠洲軍首腦部　新嘉坡
訪問

シンガポール発同盟

12 25 1 2
佛印第一の燐礦を視る　
埋藏量三千万萬噸　
日、佛印經濟提携の魁

佛印老開にて福井特派
員

北部佛印の地図

12 27 1 2
西貢迂回空路　佛本國
不許可

河内発同盟

12 28 1 2 泰軍、佛印軍を撃退 バンコツク發同盟

12 29 1 1

日支外交の復歸　本多
大使、信任狀捧呈/新
秩序建設の具體化に邁
進　本多大使第一聲/
駐華滿大使に呂榮□氏
決定/國府、駐滿大使
に廉隈氏

南京特電/南京特電/新
京特電/南京発同盟

12 29 1 1
あす初會談　日佛印會
談愈開始

外務省發表

12 30 1 2
新日安南人を佛印當局
壓迫

河内発同盟

12 30 1 2 泰艦隊出動 バンコツク発同盟

12 31 1 2

對泰作戰に備へ　緊張
の西貢　澄田委員長に
同行視察/澄田委員長
河内歸還／泰機佛印に
ビラ

西貢にて後藤特派員／
佛印河内特電／河内特
電
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